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委 員 松 坂 浩 志

保坂 一郎 主幹・指導主事 山 下 英 志
高 校 教 育 課長 高見澤圭一 課長補佐 木 村 則 夫
高校改革・特別支援教育課長

次長（総務課長） 藤原 鉄也

岡 部 委 員

保 坂 課 長

教えていただきたいんですが。
変わることはないと思うので賛成なんですが。またしつこく全国募集のこと
についてお聞きしたいです。
昨年の傾向を教えていただきたくて。人数も同じなのかということを知りた
いと思います。

まず、全国募集の定員については、ここではまだ定めてはございません。ま
だここには定めてございませんけれども、ただ昨年と学校は同じ数なので、
定員についてはそれほど大きく変わるということはちょっと考えにくいかな
というところが１点です。
それから昨年の状況ですが、全国募集をかけまして、応募があったのは韮崎
工業高校、ここレスリングの関係で募集をかけまして、６人応募、そして６
人入学をしております。ほかの学校については、応募はございませんでし
た。入学もしておりません。

　長澤委員から都合により会議を欠席する旨の届け出があった。
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佐 藤 委 員

松 坂 委 員

保 坂 課 長 コロナについては注意して対応していきたいと思っております。

保 坂 課 長

教 育 長

教 育 長

昨年度の状況も鑑み、できるだけ混乱が生じないようにということだと思い
ます。よろしくお願いします。

佐 藤 委 員

岡 部 委 員

はい、ありがとうございます。

岡 部 委 員

基本事項の大枠については特にないです。いろいろ詰めていただいてありが
とうございました。
今、特別支援の子どもさんたちが増えている状況の中で、新しい高校づくり
の構想にも入っていると思うんですけれど、高校に知的な問題がなく合格は
できた。けれども、そのあとのサポートがあまりなく、結局続けられなかっ
たというふうな生徒が私の知る範囲でもいるんですが。今後、もちろん中央
高校とか、そういう高校もあるわけですけれど、普通高校で学びたい。たま
たま私の知っている子どもさんは数学がすごく好きで、けれども人間関係づ
くりの対人関係のところで躓いてしまい、高校１年生の１学期ぐらいで退学
をしてしまわなければならなかったんですね。なんかそういう高校づくりの
中で、不登校や特別支援という、いろいろな特性がある子どもたちの受け入
れのほうは、その後何か進捗状況はあるのでしょうか。

ちょっと十分にお答えできる材料を今持っていないんですけれども、その中
学校から高校に移る時にどういう生徒さんなのかというものは途切れること
なく、その生徒さんがどういう生徒さんかということを伝えると。こういう
特性を持った生徒さんだということが、学校が変わるとなかなか、そこで情
報が途切れることがないように、それは小学校から中学校、中学校から高校
と行く時に、それを配慮しながら、授業を学校の先生も対応するようなこと
でやっていこうということは、まずはございます。今ちょっと私の方から言
えるのはそのぐらいでございます。

もう１つすみません。
特別支援に関わることで、新型コロナに関係して、恐らくこれから考えてく
ださるかと思いますが。去年の確か１１時に発表が、コロナのために１５時
になったんですね。ご本人は１１時に発表だったものがということがありま
したけど、そういうことをまたコロナに関して考えていただきたいなと思い
ます。よろしくお願いいたします。

１１時だと思ったのが３時だったという発表を、早めに知らせることが何か
あればと思います。よろしくお願いします。

今のご意見自体は、実際の入学者選抜の基本事項というよりも、その入学さ
れてからのフォローアップとか、あるいは入られる時にどんな配慮があるの
かということも含めてなのかもしれないんですが、幅広く考えると。また、
この議題と若干ずれている部分もありますので、整理してご報告してもらう
ような形のほうがよろしいかと思いますが、いかがですか。

この基本事項の中で、前期募集の定員５０パーセント以内というものがある
んですけど。これはこの５０パーセントがいいのか。５０パーセントを決め
た経緯がちょっとよく分からないので、見直さなくていいのかとか。それは
何か、去年と同じ内容だということがあるけど、それは特段、例えば前期募
集が５０パーセント以内というのは何か理由があるんでしょうか。そういっ
たところは見直さなくていいのかなというのがちょっと私の感じた点です。
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【原案どおり決定】

松 坂 委 員

松 坂 委 員 もう１つ。これ別に、今度実施事項のほうでたぶん決められることだと思う
んですけど。コロナが今から例えばワクチン接種がされて、その対応が熱だ
けが出ましたとか、どういうふうな対応かというのを、事前に実施要綱の中
で基本事項とは関係ないんですけども、考える、この対応を幾つか、パター
ンが今度去年とは違ってくる可能性がかなりありそうじゃないかと思うんで
す。その辺のことを事前に協議しておく必要があるかなというふうに、
ちょっとこれ思います。それ以外についてはいいです。

アンケートを取っておりまして、それで見直す必要があるものは見直しをし
ているようなものですけれども。５０パーセント以内ということになってお
りますので、それはまた各学校で自由に決められるものでして、またそこは
各学校のほうのご意見も聞きながらですけど、目一杯の５０パーセントを
取っているところもあれば、もっとぐっと低い設定をしている学校もありま
す。今日、議案の中の、その他報告の中で、ちょっとその辺の実際の５０
パーセントの中で、どのぐらいの範囲にあるかというものをご説明させてい
ただければと思っておりますけれども。

その５０がいいかどうかというところの議論なんですけど。前期募集で募集
する内容というのが特徴があると思いまして、５０パーセントにこだわる必
要があるんだろうかというところが、ちょっとそこだけ気になりました。ま
あ今回でなくてもいいし、これからでもいいし、その内容を見てもいいけ
ど、常にまたその辺を考える必要かあるかなとちょっと思いました。
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岡 部 委 員

保 坂 課 長

推薦Ａのところのアのところの５校というのは、甲府工業は入っていないで
すね。

推薦では入っていません。

小 澤 委 員

令和４年度山梨県立甲府工業高等学校専攻科創造工学科入学者選抜の基本事項につ

基本事項については特に異議はないんですけれども、内閣府や文科省で推奨
している全国７０の公立高校が参加する地域みらい留学という形で、中学校
３年生の方が全国で地方の学校に希望すれば入学できるという制度を国が後
押しして進めていると聞いています。非常に興味深い学びの多様性ですと
か、ユニークな実態を確認するという、すごく先進的な取り組みだと思いま
す。以前の会議でも、私ちょっとこの話題をしたことがあると思うんです
が、確か山梨県においては受け入れる寮がないとか、特色ある学科がないと
か、すぐに取組むという気運ではないということは、その時説明を受けたん
ですけれども、将来的にそういった試みに参加していくような、そうするた
めにどのような基本計画が必要かということについての研究もぜひ進めてい
ただけたらなというふうに思います。
以上です。

保 坂 課 長

保 坂 課 長 はい、分かりました。
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岡 部 委 員

教 育 長

佐 藤 委 員 募集の定員枠の２０名はもうそれでキャパがそれで目一杯。一般から応募さ
れた方は1人だけで１人合格されたのか、もっと大勢いたのか。その辺がも
し分かったら。

佐 藤 委 員

１人応募で１人です。２０名程度ですので、２０でもうぎりぎりということ
ではなくて、２０名を若干超えても、そこは受け入れは可能です。

岡 部 委 員

のちほど、すぐ分かると思いますので、終わったところででもご紹介をして
いただいていいですか。

保 坂 課 長

大丈夫です。ありがとうございました。

岡 部 委 員

保 坂 課 長

教 育 長

教 育 長

大丈夫です。分かりました。それじゃ納得するんですが。現況として実際に
昨年度はどういうような状況だったんですか。意外と城西とか、そういうよ
うな所から、都留興譲館みたいな、大変いい建物だし、いい内容のものなの
に関わらず、どうだったのかというところを教えていただきたいんですけど
も。
県からそれぞれの違う学校の所には、これのことについて説明もあったり、
理解はされているんですけど。子どもたちがなかなか募集に入らないという
ことで、でも高校はお話はしてくださっているみたいなんですが。

今、教育長がおっしゃったようなＰＲをしていただいて。せっかくの施設で
すので。

施設自体で実技をしたりとか、あるいは現場の会社のほうに行ってまた経験
したりとか、いろいろなやり方で工夫しているみたいなんですけど。施設の
中の実技用の機械とか、そういうキャパとうのは限界がありますので、これ
を例えば人気があるから４０人とか、そういうふうにはなかなか難しいとい
うことだそうです。もし仮にそういうような状況になってくるのであれば、
別の視点から考えなければいけないんだと思います。まさに先ほど課長が
言ったように、程度ということなので、その幅というのは若干の余裕とか、
そういうのは見れますけれど、劇的な増加とか、そういったものは物理的な
問題で難しいというふうな状況だと思います。

推薦募集が１９人になります。一般募集が１人。全体では２０人というこ
と。それから学校の内訳ですけれども、甲府工業のお子さんがほとんどでご
ざいます。今、内訳をお出しできる資料を持ち合わせておりません。

この学校はいいんだということをもっと宣伝していただきたいということだ
けなので。
はい、ありがとうございました。

何かお伺いしますと、確か１名ぐらい韮崎工業からだったと思います。やは
り甲府工業はそこの現場をよく知っているので、良さも直接その場で身近に
いるということもあるし、入りやすいんですが、やはり他の高校ってア
ウェーな状況がどうしてもあって、学校を見て、オープンキャンパスみたい
なもので見て魅力は感じてはくれるんですが、あと一歩踏み出せないという
ような子どもが多いというようなお話を現場の先生からお伺いしています。
そういった意味で、沢山そこを入試に行く前に経験するとか、見れる機会を
増やしたりとか、そういった工夫も必要ですよねということは、現場の校長
先生とも意見交換しています。まだ始まったばかりですので、あとは今の子
どもたちが卒業して、この県内の機械電子産業に実際に就職するというよう
な実績を見ていただくと、また子どもたちも、じゃ行ってみようかなという
ふうになるということではないかというお話がありましたので、他の高校か
らもできるだけ希望してもらうような形の工夫をするということと、あと実
績を積み重ねていくという２つが必要かなというような議論はさせていただ
いているところです。
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松 坂 委 員

保 坂 課 長 普通の方でも入って学んで、そこから資格を取れるというところで、あまり
制限をかけていないというものになっています。

【原案どおり決定】

こちらから申し上げます。高校教育課の高見澤と申します。
甲府工業定時制の専攻科建築科ですが、基本、先程お話しがあったように普
通高校であったり、場合によっては農業高校であったり、卒業して企業に勤
めたあと、やはり建築の仕事に就きたいと。ですが資格がないために勤務し
ながら、仕事をしながら夜間、この学校で基礎から学び、そして４年間積み
上げたもので受験資格、２級建築士の受験資格がここで得られて、そのあと
の実務経験等を通してさらに上に進めていく。まさに全く分からなくても、
入ってきてそこで学んでいくことができる。そんなカリキュラムになってお
ります。

松 坂 委 員

松 坂 委 員

高見澤課長

6 令和４年度山梨県立甲府工業高等学校専攻科建築科入学者選抜の基本事項について

この基本事項の今回提出については、出願資格があまり建築の専門性を要求
していないんですけども。そういったものをもっと要求する必要はないで
しょうか。

建築については、その資格要件、狙おうとすると、例えばある程度の図面が
描けるとか、そういったことは全くなくて、専攻科に入ってその内容として
ついて行けるという判断がされているということなんですかね。

ちょっと最初の工業科のほうと比べると、工業科のほうでは県内の機械電子
関連企業を強く希望する者とか、結構詳細なんですね、狙い目が。こちらの
ほうで、もしそういうふうなことを考えているのであれば、そのことを出願
資格の中に明記したほうが、ターゲットが絞れるんじゃないかなというのを
ちょっと思ったんですけど。これだと誰でもというふうな出願資格になって
いる。そういったことを目指すのを選択してもらえるものとか、そういうふ
うな工業科と比べると出願資格のところがピントがフォーカスされなくなる
んではないかなというふうなことをちょっと感じましたので、それを今後で
も結構なんですけど、そういったことを考える必要がないかなというのを
ちょっと思いました。
以上です。

担当からお答えします。
募集要項のほうにもそういったような明確な狙いというところはないんです
けれども、学校としてパンフレットですとか、そういったようなところを作
成しておりまして、それを関係する企業さんとか、ポリテク等に配布してい
るという話でした。

教 育 長 確か、この建築科というのは高度成長期とかで、建築の技術者が人手不足と
いうようなことの中、あるいはそこで働いている人が資格がないということ
から、昼間働いていただいて建築で働いている方が夜勉強して資格を取って
くださいというような、何か長い歴史のある確か学科だと思うんですが。今
となってはそういう歴史とか、何を目指しているのかというのは、ただこの
基本事項だけだと分かりづらいという感じはおっしゃるとおりだと思うの
で、例えば募集要項とかには、その辺のことは書かれたりはしているんです
か。

髙戸副主査
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松 坂 委 員 併願は認めないんですよね。

令和４年度山梨県立特別支援学校幼稚部及び高等部入学者選抜の基本事項について

確認ですが。専攻科建築科は定時制なんですか。私が見落としたのか、どこ
かに書いてあるのか・・。

教 育 長

教 育 長 それでは、先ほどの松坂委員のご意見のものはどうしましょうか。今回のと
ころで修正するとか、そういうのはあり得るんですか。

保 坂 課 長 できれば、これはこのまま通させていただければということと。それから実
施要綱の段階で、何かもうちょっと分かりやすく工夫ができるように改善が
できればというところで、お願いできればと思うんですけれども・・。

松 坂 委 員

小 澤 委 員 はい、分かりました。ありがとうございます。

松 坂 委 員 はい。

教 育 長 ありがとうございます。
それでは、そのご意見を受けまして、また要綱等の検討とか、状況も踏まえ
まして検討を加えさせていただくということで、本案件については原案のと
おりとさせていただいてよろしいでしょうか。

よろしいですか。

松 坂 委 員

教 育 長 なるほど。ある意味、この基本事項のところで目的意識をはっきりご紹介す
るということは、やっぱりやることには意義があるしれない。検討をぜひし
ていただきたいと思います。

小 澤 委 員

保 坂 課 長 ちょっと口頭で説明しただけで、ここには書いてありません。
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保 坂 課 長 はい、併願は認めておりません。

学校側のほうで募集している生徒と、学校の狙いとがミスマッチが起きてな
ければ、実効上でそういっていることではいいと思うんです。だんだんその
辺がミスマッチが出て、本来どうあるべきだったんだろうということが分か
らなくなったとしたらば、そこは明確にやるべきじゃないかなと思いますの
で、実態運営がそうされているのであれば、そのことは問題ないと思います
ので、その辺の実態については私もよく分かりませんけど。ですからこのま
まで進めて実態がそうだよということであれば、それでいいんじゃないかな
というのはちょっと思いますけど。今後において、あまりに最初の工業科の
時と格段に違うなという所の印象が、ちょっと違和感を少し覚えたというこ
とで、そんなふうに理解してもらえれば、このまま進めてもらってもいいか
なと思います。

これ関係ないんですけど、理由は何かあるんですか。すべてにおいて併願を
全く受付けていないんですけれども。

【原案どおり決定】
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佐 藤 委 員

小 澤 委 員

保 坂 課 長

保 坂 課 長

松 坂 委 員

教 育 長

松 坂 委 員 はい、分かりました。

保 坂 課 長

松 坂 委 員

まず、ろう学校等につきましては３月３日が検査日でございますので、ここ
は併願は物理的に無理だというところと。それから桃花台学園がやはり高校
の前期募集とは併願ができないという形ですが、自己推薦で１人１校という
のが元々前期募集のルールになっておりますので、そこは１人１校前期でと
いうところで、併願はやっぱり難しいかなと思います。

もしその辺が希望して、そして行けるような内容の道をこしらえてあげる必
要があるんじゃないかと思うんですけど。理由が物理的にできないようにす
るのではなくて、させてあげるようにしなくてもいいのかなというのは
ちょっと思うところなんですけれども。

たぶん普通の高校もやっぱり同じことなんですね。普通高校で２つの高校を
受けるというような形にはしないのと同じで、どこを受けるのかと。欠員が
出たら再募集とかという形で実施するということで、これを分けるという思
想をすると、じゃあ普通高校もみんな併願できるように日程を全部ずらすの
かという話なので、できるだけ拾い込んであげるという思想というのは１つ
大事なんだと思うんですが、選抜試験ということで、試験を受けるという中
ではそういう受け皿を広げるというのは、また別の考え方になっちゃうのか
なというふうには思います。

併願ということで言うと、私学とは併願はできるんですけれども、公立の中
での併願というのはできないということです。

今回のこの議題の中でもってそれをどうこうということではなくて、この内
容については別段問題はないと思うんですけど。ただ別な視点での併願が、
そういったハンディキャップを背負っている中で、何かそういうふうな可能
性があれば、何かトライできるような道筋があったほうがいいのかなという
ところと思ったところです。

特性がある子達だけに、高校側と保護者、本人とのかなり個別なやりとりと
かがあって、ここでという、かなり一本化して受け入れてもらうような体制
が強いんだと思うんですよね。だから受験者側が特別処遇についてはあまり
望まないかもしれないなと感じるんですね。

実際、その特別支援校を受ける受験者の当事者、ご家族等に、その受験体制
で非常によかったと思うかとか、もっとこうだったらいいとかというような
アンケートとか、そういうのがフィードバックされて今後に生かしていけた
らいいなというふうに思いました。困ってないないだろうというのは、実際
分からないですね。困ってないんじゃないかなというふうなお話ですけれど
も、実際のところ選択肢があるほうが本当はいいと思っているのかどうなの
か。全日制の普通高校と特別支援学校で、平等な感じで１校出願という体制
を維持するのが本当にいいのか、どうなのかということを、常に次に生かす
ために考察していったほうがいいんじゃないかなと議論を通じて感じまし
た。
以上です。

２４ページの、例えば桃花台学園でありますと、出願の制限の中のア（イ）
の所で、教育相談を受けておくという所があります。その子にとって何が一
番よいのかということを、まずよく相談、教育センターで相談してみて、そ
れで試験を出願していただくというところで、まずはそのお子さんごとの状
況で、よく個別に見た上での出願をしていただくということになりますの
で、併願についてはちょっとまた研究はさせていただきたいなとは思ってお
りますけど、今のやり方についてそういう組み立てでやっているということ
はご理解いただければと思います。

小 澤 委 員 分かりました。
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２
令和３年度公立高等学校入学者選抜学力検査結果活用ガイドについて
［説明］ 高校教育課

佐 藤 委 員

高見澤課長

(1)

お願いします。
ピックアップ問題等付けていただいて、現場のためにということで非常にガ
イドが多く活用されているということもいいことだなというふうに思いま
す。１つ、各高校での活用の３つ目の黒ぽちのところで、伸ばしたい力を教
科の枠を超えて共有するなどして、教科横断的なカリキュラムの作成に役立
てているということで、この教科横断的なカリキュラムが高校のほうで作ら
れているようであれば、各教科共通にして知識技能面の定着はややよくて、
それを身に着けた力を活用して、自分の言葉で考えたり、表現したりという
ところが弱いという傾向があるので、そこをもう少し教科ごとで問題を克服
するための力だけではなくて、求められている力として、他人事でない、も
う少し社会とか地域ですとか、そういうところに目を向けて、その課題解決
に向かおうというふうな、そういう思考判断、表現ができるような力を付け
ていくようなカリキュラムのことを言っているんでしょうか。

それぞれ学校によってまた実態が違いますので、この結果をまさに自校に
入ってくる生徒の様子を分析しながら、どの段階で、どういった活動が必要
なのか。そして、それをできることなら卒業までに社会に繫げて、社会に出
て自分たちがその力を発揮できるようなカリキュラムにまで順番に高めてい
ければ一番望ましいかなと思っております。それがどの時点で入ってくるか
は、それぞれ学校によって、まさにどのようにカリキュラムを組んで力を伸
ばしていくのかにかかっていると思います。

そうですよね。学校によって実態も違うと思うんです。募集の、これから
きっと説明していただくのかな、各高校が望む生徒像というところで、ほぼ
学力優秀、前期入試のところでうたってある、来てほしい生徒像というの
が、だいたい似ているような形で、ＡＢＣとあるところもあるんですけど、
そこのところでやっぱり学力は必要なんだけれども、もう少し身近な問題と
か、そういうものに目を向けられる子どもとか、そういうようなこと、特に
今、文科のほうでも言っている高校の普通科の改変というふうな、魅力ある
高校づくりというようなことで、山梨県としては何か新しく、そういうこと
で普通科の魅力を出していくために考えていることがあるのかをちょっとお
聞きしたいんですが。

高校改革・特別教育支援課がありまして、そちらでこれからの長期構想も含
めて、そういった中で普通科をどう考えていくのかということは検討を始め
なくてはと思っているところです。

【原案どおり決定】

佐 藤 委 員

高見澤課長

佐 藤 委 員 すでに着手していらっしゃるんですか。

報 告 事 項

高見澤課長 念頭には置いてとにかくやっております。

佐 藤 委 員

高見澤課長 ありがとうございます。

この間ちょっと静岡の普通科の改革で記事がありまして、オンリーワン・ハ
イスクール授業というようなことで、ああ、魅力あるなと。読んだ限り、な
るほどというふうに思ったんですが。笛吹高校なんかは地域の農業に将来的
に関わっていこうという生徒を望むというふうな、明確に来てほしい生徒像
をうたっているので、やる気とか意欲に繋がるかなと思うんですけど。どう
も大学進学だけでということだと、冷めてしまう、子どもたちが。その子た
ちの顔を持ち上げることが今大事じゃないなというふうに思っているので、
ぜひ何かいろいろ考えていただきたいと思いました。
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令和３年度公立高等学校入学者選抜学力検査結果について
［説明］ 高校教育課

松 坂 委 員

松 坂 委 員 あっ、これそのまま・・。いつから、これってやっているんですか。

あと皆さん、自分でどれだけこれ見てもらえるようにするかと。その趣旨が
理解してもらえると非常にいいですよね。何か非常にうまく役立つんじゃな
いかなと。あとはどれだけそうやって興味を持って見てもらえる人が１人で
も増えるかいうことと。親御さんたちもこれを活用できると面白いなという
のは非常に思うんですけど。結構アクセス数は多いんでしょうか。

高見澤課長 これそのものがホームページに載っています。

ちょっと教えてもらいたい。
このホームページに公開している内容は、今回この活用ガイドの内容でいろ
いろと解説されているような内容も、そのホームページで見ると分かるんで
すか。

高見澤課長

【 了 知 】

(2)

高見澤課長

松 坂 委 員

小 澤 委 員

佐 藤 委 員

高見澤課長 今年で６年目になります。

松 坂 委 員 ６年目ですか。結構面白いなと思っています。

高見澤課長 ありがとうございます。

松 坂 委 員

高見澤課長 はい、分かりました。

中学校では、これを恐らく先ほど話をさせていただいたように保護者等にも
懇談の折などにこれを紙で示していると思います。それがアクセスとどう繋
がっているのかよく分かりませんが。アクセスのチェッックは今のところし
ておりませんので。

問題の趣旨が、これとこれはこういうことを見ようとしていますよというよ
うなことが親御さんたちにも分かると、勉強の進め方とかが目的が明確で分
かりやすいかなと思ったので、非常に面白い取り組みだし、いいんじゃない
かなと思います。

今ちょっとホームページのアクセスの話が出ましたけど、アクセスがどれぐ
らいあるかというのは把握しようとされていたり、されているのかどうか知
りたいです。情報を上げるんだけれども、上げて終わりじゃなくて、それが
どれぐらいアクセスしているのかというのを知る方法も教育委員会で持つべ
きだと思います。

では１つ。
数学の無答の割合がかなり高い５番の問題等がありまして、こういう問題に
は途中まで書けた子の部分点みたいなものはありますか。

ございます。問題によってになりますが、所々問題のところに部分、部分と
あるのは、途中までできているものを見ながら部分点で評価する、そういっ
た問題も出題しております。

なるほど。日本の子どもって最後まで行き着かないと、途中までせっかく考
えた考えを消してしまうというようなこともあるので、もうずいぶん前にそ
れは言われていたので、途中まででも自分としてこういうふうに考えたとい
うところがきちっと表現できるような生徒にしていきたいなというふうに思
うんですけど。ぜひ部分点を大事にしていただきたいと思いました。

佐 藤 委 員
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令和３年３月公立高等学校卒業者の就職決定状況
［説明］ 高校教育課

高見澤課長 ありがとうございます。

大変取り組んでいただいたんだろうなというふうに思いました。この結果を
見て、県、高校それぞれにご努力いただいて、これだけの就職率を維持して
いるというのはすごいことだなというふうに思いました。高校を出て、若い
人たちにしっかり働いていただいて、やりがいとか生きがいとか持って生き
てほしいなというふうに願っています。お伺いしたいことが高校の相談窓口
ですけど、卒業生がどれぐらい相談に来ているのか。ここで過去話題になっ
たことがありますが、せっかく就職しても２年後、３年後にどうなんだろう
ということがかなり私たちも気になりますねというふうなことを話題にした
んですが。定着率というのか、離職率というのか、その辺りについて、頼れ
る所があれば相談に来て、それで簡単に辞めなくて食い止めることもできる
のなかというふうに思いましたので、その辺の窓口相談がどんな相談が入っ
て、どれぐらい来ているのかというようなことが、もし分かれば教えていた
だきたいということと。
それから地域若者サポートステーションとの連携。これ新しく入ったように
思うんですね。取り組みが年々強化されていることがすごく分かります。ぜ
ひいろんな所と連携していただいて、若い人たちがやりがいや生きがいを
持って働き続けられるように大人が応援したいなというふうに思いましたの
で。そこだけ１点、もし分かったらでいいですが・・。

はい、ありがとうございます。
各学校で相談窓口は開いてはいるものの、正直なところあまり生徒が来ない
という実態はあります。と言いますのは、３年生、卒業する時の担当の職員
がいれば学校に来てくれるんですが、そこが変わって、特に進路に関わる教
員が入れ替わってしまったりすると足が向かない場合もあります。そういっ
たことから他の窓口など、今もお話しいただいた地域若者サポートステー
ション、今年も県内にこのサポートステーション２カ所、中央市と富士吉田
にあるわけですが、ここに今その２０名の中の２人をここにお願いして見て
いただいています。学校に来ないのであればそういった所で、そういった所
に行けないのであれば学校に来てもらうということで、何らかの形で繋い
で、生徒が社会に出て困らないようにしていけたらなと思っております。

あとは就職された先の企業さんとか、そういう所にも、前に亡くなった加藤
さんがおっしゃっていたのはシスター制度みたいなものを取り入れているん
だよなんて教えてくれたことがあったんですけど、先輩が新しい人を見てや
るという、相談相手になってくれるだけでも違うと思うんですね。そういう
ことも併せてお願いしていただければと思いましたのでお願いします。

(3)

佐 藤 委 員

高見澤課長

佐 藤 委 員

【 了 知 】
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３
令和４年度山梨県公立高等学校入学者選抜における前期募集選抜方法について

［説明］ 高校改革・特別支援教育課

【 了 知 】

過年度同期が２０年ぐらいざーっと載せてありますよね。次のページになる
んだろうと思いますが、１０年ぐらいでその時の状況がいろんな状況がいっ
ぱいあると思うんです。例えば今回コロナがあったとか、何々があったと
か、そういうようなことで、やっぱり２０年をずっと載せなきゃいけないの
かどうかということを教えていただきたいということと。
それからあとポートフォリオを使いながら、子どもたちはたぶん今回のいろ
んなことでやっていて、いろんな人の企業の話を聞いて子どもたちはまとめ
ていると思うんですが。それは学校が持っているんですか。それとも卒業す
る時には返してしまうんでしょうか、ということが２点目です。そういう意
味でキャリアパスポートもそうだし、キャリアビジョンも、そういうふうな
ことで学校は一生懸命やっているというところで、やはり子どもたちをそれ
生かしてもらっていきたいので、就職に関して。ぜひそういうことを考えて
いただきたい。そのためには何かをするかというと、先ほども甲府工業の専
攻科に女の子が入って、ニュースでテレビで、私はここに来てよかった、そ
こで本当によかったというようなことの、自分のものがテレビに出る。そう
するとやっぱり、ああ、行きたい学校だなというようなこともあるので、
やっぱりメディアを利用するということも何となくいいかなというふうに思
いますので、そのことだけです。要するに、この過年度は何か意味があるの
かどうか、やっぱり２０年は、スパンが一番いいんでしょうかね。

２０年がいいかどうかは分かりませんが、マスコミさん受けはしておりま
す。これぐらい載せると、２０年の中でどのぐらいだったかというような記
事の取り上げ方はしていただいております。
あとキャリアパスポートにつきましては、まだ始まったばかりですが、小学
校から中学校に上がる時には、それを学校で持ち上がっていきます。高校を
卒業する時には、それを持たせています。

岡 部 委 員

高見澤課長

岡 部 委 員 子どもに・・。

高見澤課長 はい。

先ほども申しましたけど、出願の条件の中にできるだけ、それぞれの高校が
求める生徒像みたいなところは反映されてくると、よりいいのかなというふ
うに思いましたので。すごくいい適正検査が最近出題されていて、こういう
ことに答えられる子どもたちが育つといいんだなということがよく分かるん
です。ですからそれにつけても、この段階でもう少し何か生徒がイメージで
きるような文言になっていくといいかなと。成績優秀であることはもちろん
分かるんですけど、どのようなことに興味関心が高いというふうなことまで
加えられていくと、よりいいのかなというふうに思いました。

(2)

佐 藤 委 員

【 了 知 】

その他報告
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４

〔　教育長閉会宣言　〕　

以　　　上

教 育 長 事務局のほうで対応するように、よろしくお願いいたします。

小 澤 委 員 教育委員会のホームページをよく見させていただいているんですけれども。
特に新型コロナウイルス関連のページについては、情報のアップデートが非
常に遅いのが大きな問題ではないかなというふうに思います。コロナ関連の
ページを見ると、特に令和２年の情報がまだ一番最初に見えるようになって
いまして、その後も情報更新がされていると思うんですが、せめて最新の情
報が一番上に出るようにするだけでもだいぶ変わると思いますので、お忙し
いとは思うんですけれども改革のほうをぜひお願いしたいと思います。

そ の 他

出席委員から、教育委員会のホームページについて意見があった。委員からの意見と事務局の回
答の概要は次のとおり。
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